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前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
申
請
書
の
提
出
は
、
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
登
録
の

有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
業
務
継
続
計
画
を
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
に
備
え
付
け
る
も
の
と
す

る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
に
応
じ
、
業
務
継
続
計
画
そ
の
他
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
実
施
）

第
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
し
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
登
録
年
月
日
及

び
登
録
番
号
を
管
理
台
帳
に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
登
録
を
受
け
た
事
業
者
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
受
け
た
事
業
者
に
係
る
次
に
掲

げ
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
、
商
号
又
は
名
称

二

事
業
の
種
類

三

対
象
業
務
に
従
事
す
る
者
が
所
属
す
る
事
業
所
及
び
そ
の
所
在
地

四

登
録
年
月
日

五

登
録
番
号

（
登
録
を
し
な
い
場
合
）

第
五
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

登
録
申
請
書
を
提
出
し
た
事
業
者
が
第
九
条
第
四
号
又
は
第
五
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
登
録
を
消
除
さ
れ
、
そ

の
消
除
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
と
き
又
は
登
録
申
請
書
中
に
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
若
し
く
は
重
要
な
事
実

の
記
載
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
理
由
を
付
し
て
そ
の

旨
を
当
該
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た
事
業
者
に
対
し
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
六
条

登
録
を
受
け
た
事
業
者
は
、
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
場
合
（
軽
微
な

変
更
が
あ
っ
た
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
は
、
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
の
登
録
変
更
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
四
条
第
一
項
及
び
前
条
の
規
定
は
前
項
の
登
録
変
更
届
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
廃
業
等
の
届
出
）

第
七
条

登
録
を
受
け
た
事
業
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
三
十
日
以
内
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
そ
の
旨
を
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

一

個
人
事
業
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人

二

法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
と
き
は
、
そ
の
役
員
で
あ
っ
た
者

三

法
人
が
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
に
よ
り
解
散
し
た
と
き
は
、
そ
の
破
産
管
財
人

四

法
人
が
合
併
又
は
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
以
外
の
事
由
に
よ
り
解
散
し
た
と
き
は
、
そ
の
清
算
人

五

対
象
業
務
に
係
る
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
受
け
た
事
業
者

（
勧
告
）

第
八
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
を
受
け
た
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
登
録
の
適
正

な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
当
該
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
規
程
に
違
反
し
た
と
き
。

二

登
録
を
受
け
た
対
象
業
務
に
関
し
不
正
な
行
為
を
し
た
と
き
。

（
登
録
の
消
除
）

第
九
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
を
受
け
た
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
業
者

の
登
録
を
消
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

二

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
く
て
同
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
判
明
し
た
と
き
。

三

登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
際
、
登
録
の
更
新
の
申
請
が
な
か
っ
た
と
き
。

四

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

五

前
条
第
二
号
に
該
当
し
情
状
が
特
に
重
い
と
き
。

六

正
当
な
理
由
が
な
く
て
第
六
条
第
一
項
の
登
録
変
更
届
出
書
の
提
出
を
怠
っ
た
と
き
。

七

前
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
。

（
登
録
申
請
書
の
提
出
等
）

第
三
条

前
条
第
一
項
の
登
録
（
同
条
第
三
項
の
登
録
の
更
新
を
含
む
。以
下
同
じ
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
登
録
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
、
商
号
又
は
名
称

二

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

三

法
人
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
の
氏
名

四

事
業
の
種
類
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
九
号
。
次
号
に
お
い
て
「
基
準
告

示
」
と
い
う
。）の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
の
種
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

五

対
象
業
務
（
基
準
告
示
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
対
象
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
従
事
す
る
者
が
所
属
す
る

事
業
所
名
及
び
そ
の
所
在
地

六

事
業
所
ご
と
の
対
象
業
務
の
従
事
者
数

七

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
い
て
業
務
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
し
て
い
る
こ
と

八

法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
医
療
機
関
名
及
び
そ
の
所
在
地

九

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と

十

そ
の
他
必
要
な
事
項

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
五
号

積
雪
寒
冷
の
度
が
特
に
は
な
は
だ
し
い
地
域
内
に
お
い
て
道
路
の
交
通
の
確
保
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

道
路
を
指
定
し
た
件
（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
二
号
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。平

成
二
十
五
年
十
二
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

一
般
国
道

二
百
五
十
六
号
の
区
間
「
岐
阜
県
関
市
板
取
字
下
根
四
二
〇
か
ら
中
津
川
市
大
字
角
領
五
九
四
一
番
地
の
一
六
五

地
先
ま
で
」
を
「
岐
阜
県
関
市
板
取
字
下
根
四
二
〇
か
ら
中
津
川
市
大
字
坂
下
四
百
三
十
五
番
の
二
十
八
ま
で
」に
、

二
百
五
十
七
号
の
区
間
「
岐
阜
県
中
津
川
市
大
字
駒
場
字
松
源
寺
一
四
八
五
番
地
一
地
先
か
ら
高
山
市
荘
川
町
三
尾

河
字
マ
ト
バ
三
二
四
番
一
ま
で
」
を
「
岐
阜
県
恵
那
市
上
矢
作
町
乙
原
七
八
八
番
地
か
ら
高
山
市
荘
川
町
三
尾
河
字

マ
ト
バ
三
二
四
番
一
ま
で
」
に
、
二
百
八
十
四
号
の
区
間
を
「
宮
城
県
気
仙
沼
市
古
町
四
丁
目
一
一
九
番
一
か
ら
岩

手
県
一
関
市
山
目
字
十
二
神
一
番
一
ま
で
」
に
、
三
百
四
十
二
号
の
区
間
を
「
秋
田
県
横
手
市
安
田
字
ブ
ン
ナ
沢
六

番
一
か
ら
宮
城
県
登
米
市
津
山
町
柳
津
字
本
町
二
七
番
ま
で
」
に
、
三
百
四
十
六
号
の
区
間
「
宮
城
県
大
崎
市
鹿
島

台
広
長
字
内
ノ
浦
無
番
か
ら
遠
田
郡
美
里
町
和
多
田
沼
字
荒
田
無
番
ま
で
」
を
「
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
音

無
三
一
番
一
か
ら
気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
長
根
一
〇
六
番
一
ま
で
」
に
、
三
百
五
十
二
号
の
区
間
「
新
潟
県
長
岡
市

大
字
種
苧
原
字
屋
内
金
二
〇
四
五
番
二
か
ら
魚
沼
市
下
折
立
ま
で
」
を
「
新
潟
県
長
岡
市
大
字
種
苧
原
字
屋
内
金
二

〇
四
五
番
二
か
ら
魚
沼
市
下
折
立
字
赤
川
表
三
七
八
番
九
五
ま
で
」
に
、
三
百
九
十
八
号
の
区
間
を
「
宮
城
県
石
巻

市
門
脇
字
二
番
谷
地
一
三
番
一
三
八
か
ら
秋
田
県
由
利
本
荘
市
水
林
三
六
六
番
ま
で
」
に
、四
百
十
八
号
の
区
間「
岐

阜
県
本
巣
市
根
尾
大
字
奥
谷
字
尾
並
坂
八
六
〇
番
か
ら
同
市
根
尾
大
字
板
所
字
脇
出
六
四
六
番
の
三
ま
で
」
を
「
岐

阜
県
本
巣
市
根
尾
奥
谷
字
尾
並
坂
八
六
〇
番
二
か
ら
同
市
根
尾
板
所
字
脇
出
六
四
六
番
の
三
ま
で
」
に
、
四
百
五
十

六
号
の
区
間
を
「
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
栃
内
字
中
田
一
七
番
一
か
ら
宮
城
県
登
米
市
東
和
町
米
川
字
中
島
一
番
一

ま
で
」
に
、
四
百
七
十
二
号
の
区
間
「
富
山
県
射
水
市
作
道
中
不
湖
七
九
七
番
の
四
か
ら
富
山
市
八
尾
町
杉
平
一
六

番
八
ま
で
」
を
「
富
山
県
射
水
市
作
道
中
不
湖
七
九
七
番
の
四
か
ら
岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
町
城
南
町
字
築
島
二
二
四

番
一
ま
で
」
に
改
め
る
。
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